
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日 H３０.１１.２８ 

NPO 法人 みのり福祉会 

児童デイサービス そら 

2018年が終わるまで残り 1ヵ月！「気付いたらそんなに経ったの…？」と思うくらい 

１年は早いですね。2018年、思い残すことがないよう、子ども達と一つひとつの活動や作業、 

そして遊びを、最後まで充実させたいと思います！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このコーナーは、そらレター担当：菅野の妹（通称まりりん）の

お話です♪ 

まりりんは、９つ離れていて知的障害がある。この間、父が職場の食事会があり、そのまま祖母の家

に泊まってきたときの出来事。父は、宿泊した翌日は、そのまま仕事に向かうため、いつもの宿泊時よ

りも、少し荷物が多かった。まりりんはその時、普通に見送っていたようだ。翌日の夜、父が仕事から

帰宅すると、まりりんが「おかえり！！」と言って出迎えた。そのあと続けて「お姉ちゃんは？」と父

に尋ねたという。父も母も「え？？」とキョトンとし、「お姉ちゃんはいないよ？」と言うと、怒りは

じめた。どうやらまりりんの中では、父は千葉へ行ってきて、私を連れて帰って来るのだと思い込んで

いたようだ。母が「お姉ちゃんお仕事だよ。」「今度帰って来るから！」といろいろ伝えたようだが、

全く納得してくれず、怒りっぱなし…。最後は「（お姉ちゃんは）いません！」と言い続けて、諦めて

もらったと言っていた。その出来事がある 1週間ほど前に、ビデオ通話をしたときには、恥ずかしがっ

て画面に顔を向けてくれないし、しばらくして慣れたと思ったら、買ってもらった本の付録紹介が始ま

るし、照れまくりでツンとしているのに、本当は会いたいと思ってくれていて、待っていてくれている

んだと実感した。言葉でうまく伝えられない上に、思春期で態度もそっけないけれど、そんな姿でまり

りんの思いを感じられることができた。私は、そのやりとりを想像して、思わず「可愛い！！」とにや

にやし、素直に顔に出してしまった。(笑) 

１２月２日（日）青空協同組合にて開催される 

【みのりフェスタ with はちみつ】 

そこで、そらのみんなで協力して作った 

『段ボールハウス ～おかしの家～』を 

室内１階にて展示します！！ 

夏休みに作った段ボールハウスを 

よりレベルアップさせ、２つの家を 

毎日少しずつ作り、完成も目前…！ 

ドーナツ、キャンディー、カップケーキ… 

たくさんの種類のおかしの模型も 

みんなの手作りです 

左右のお家は途中経過なので 

模型も付いた完成形のおかしの家を 

ぜひ会場でご覧ください！ 

 


